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１ 評価対象法人の概要 

（１）法人名等     名 称  地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 

            代 表  理事長 栗 谷 義 樹 

住 所  山形県酒田市あきほ町３０番地 

（２）設立年月日    平成２０年４月１日 

（３）設立団体     山形県及び酒田市 

（４）資本金の額    １０，１２４，７７９，６７８円（平成２４年９月２４日変更登記時） 

（５）中期目標の期間  平成２４年度から平成２７年度（４年間） 

（６）目的及び業務 

ア 目 的 

地方独立行政法人法に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究等を行うことにより、庄内地域等の医療政策として 

求められる高度専門医療を提供し、及び当該地域における医療水準の向上を図り、もって住民の健康の維持及び増進に寄与す 

ることを目的とする。 

イ 業 務 

① 医療の提供に関すること。 

② 医療に関する調査及び研究に関すること。 

③ 医療に関する技術者の研修に関すること。 

④ 医療に関する地域への支援に関すること。 

⑤ 災害時における医療救護に関すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務に関すること。 

 

２ 評価の実施根拠法 

地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）第２８条 

 

３ 評価の対象 

平成２４年度における地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の年度計画に対する実績の状況 

   ※年度計画 ・・・ 中期計画に基づき、当該年度における業務運営に関する計画を定めたもの  



４ 評価の趣旨及び評価者 

（１）評価の趣旨 

地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構（以下「病院機構」という｡)が、庄内地域に 

おける中核病院である日本海総合病院及び日本海総合病院酒田医療センターの運営を行うにあたり、住民に対して提供するサー 

ビスその他の業務の質の向上、業務運営の効率化等について自主的、継続的な見直し及び改善を促すことを目的に、地方独立行 

政法人山形県・酒田市病院機構評価委員会（以下「評価委員会」という。）が業務の実績評価を行う。 

 

（２）評価委員会 

 委 員 名 氏     名 役     職     等  

 委 員 長 嘉 山 孝 正 
山形大学 学長特別補佐・ 

重粒子線がん治療施設設置準備室長 
 

 副委員長 大 内 憲 明 東北大学医学部長  

 委  員 片 桐 晃 子 ＮＰＯ法人にこっと理事長  

 委  員 佐 藤 正 一 日本公認会計士協会山形県会  

 委  員 本 間 清 和 山形県医師会（酒田地区医師会長）  

 委  員 大 野 省太郎 
酒田商工会議所副会頭 

（東北電機鉄工株式会社 代表取締役社長） （委員名順：順不同） 

 

５ 評価方法の概要 

（１）評価基準 

病院機構平成２４年度業務実績に関する評価基準。（別紙のとおり） 

（２）評価の手法 

病院機構の自己評価結果を含めて聴取し、これをもとに評価する。 



６ 評価結果 

（１）総合的な評定 

評価委員会は、病院機構より提出された、平成２４年度計画に係る事業報告書及び評価基準により自己評定した結果について、 

適正な評価であると認め、総合的には「非常に優れている」ものとして評価する。 

 

平成２４年度は、地方独立行政法人設立後５年度目、第２期中期目標期間の初年度となる。日本海総合病院では、地域の中核病

院として急性期医療の強化や、高度医療機器の導入を図るなど高度・専門医療の更なる充実に努めており、酒田医療センターでは、

増改築の完成と併せ回復期医療への取組みが本格化されており、第１期中期計画から進められてきた医療機能の連携、分担が一層

進められたことは非常に優秀なケースとして評価するものである。 

施設、設備等の面では、日本海総合病院において、新たにＰＥＴ／ＣＴの施設整備が完了し、平成２４年６月より運用を開始し

た。一方、酒田医療センターについては、増築・改修工事、旧棟の解体作業が完了し、一部エントランス棟の完成を残し平成２４

年７月より運用を開始している。 

財務内容については、設立初年度より５年間、引き続き黒字決算を計上。急性期病院である日本海総合病院では延入院患者数と

延外来患者数とも前年度より減少したものの、平均在院日数が引き続き短縮されていることや、地域医療支援病院に指定されたこ

とによる地域医療支援病院入院診療加算、救急Ａ評価による救命救急センターの救命救急入院料加算などの算定及び入院診療単価

の増などにより大きく黒字決算となっている。また、病院機構全体においても中期計画全体の目標である経常収支比率１００％以

上が引き続き達成されている。 

来院者の利便性向上については、外来の待ち時間調査を実施し実態や患者ニーズを把握するなど、一定の取り組みがなされてい

る。 

職員配置、就労環境の整備の面では、院内保育所の２４時間保育を継続し、病児・病後児保育の継続、医師の短時間正職員制度

の導入、法人が教員部門を担う酒田市立酒田看護専門学校の看護教員の養成、医師や看護師の負担軽減を図るためにクラークや看

護補助者を配置するなど、優れたスタッフの確保と業務負担軽減についても、引き続き積極的な取組みが見られるところである。 

在宅介護支援及び療養支援の面でも、病院内に地域医療室が相談窓口として設置されており、また、「ちょうかいネット」の活用

により他の医療機関等との連携の面でも大きく効果を上げている。 

以上、全体として、病院機構が統合再編・法人化により進めてきた医療機能の役割分担による効率的な業務運営が、第２期中期

目標期間に入ってきてより鮮明な効果が見受けられるようになった。平成２４年度計画に対する業務の実績についても引き続き良

好であり、病院機構の業務運営に対する努力については、評価委員会としては非常に高く評価するものである。 



（２）年度計画の各項目ごとの評定 

評価委員会では、病院機構側の自己評定をもとに、以下の７１項目について評価を行った結果、評価Ｓが１１項目、評価Ａが 

５６項目、評価Ｂが４項目という評価結果とした。評価Ｓ、評価Ａが項目のほぼ全体を占めている。 

 

１． 診療計画及び診療に関する重点事項 

ア 評 定 

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

病院の統合再編から進めてきた２病院の医療機能の分担により効率的な業務運営がなされており、また、業務実績について

も非常に良好であり、期待以上の成果が見受けられる。 

ウ 評価した項目 

①項目数 

６２項目 【評価 Ｓ：８、Ａ：５０、Ｂ：４ 】 

②特筆すべき項目 

・ 日本海総合病院においては、平成２４年６月よりＰＥＴ／ＣＴの運用が開始され、がん診断機能の充実が図られている。 

・ 酒田医療センターにおいては、増築、改修が行われ、平成２４年 7 月より新しい病棟での回復期リハビリテーションが開

始され、リハビリテーション機能の充実が図られている。 

・ 日本海総合病院と酒田医療センターにおける医療機能の分担により効率的な業務運営がなされ、引き続き経営の効率化、

健全な病院経営に対する取り組みが行われている。 

・ 様々な業務改善などを実施するとともに医師事務補助のクラークや看護補助者の配置を拡大し、医師や看護師などの業務

の負担軽減を引き続き図っている。 

・ 電子カルテをベースとした院内クリティカルパスについては、５大がん及び大腿骨頚部骨折に加えて、脳卒中パスを新規

に稼働させた。 

・ 他の地域医療機関との役割分担と連携の強化、地域連携クリティカルパスの整備普及のため、地域医療情報ネットワーク

（「ちょうかいネット」）を運用している。また、近隣の鶴岡市の医療機関の加入も増加しており、庄内地域全体に活用が

拡大している。 

 

２．施設設備整備 



ア 評 定 

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

酒田医療センターの増築・改修工事は一部エントランス棟を残し完了、運用が開始されている。また、高度医療機器の計画

的な更新・整備についても継続的に行われている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 

２項目 【評価 Ａ：２ 】 

②特筆すべき項目 

・ 酒田医療センターの増築・改修工事が一部エントランス棟を残し完了し、回復期リハビリテーション病棟が運用を開始し

ている。 

・ 高度医療機器の計画的な更新・整備として、平成２４年６月にＰＥＴ／ＣＴが稼働した。 

 

３．患者数の見込みと収支計画 

ア 評 定 

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

２つの病院を合算した延入院患者数、延外来患者数は前年度よりも減少したものの、日本海総合病院では、平均在院日数の短

縮が継続されたことや、地域医療支援病院に指定されたことによる地域医療支援病院入院診療加算、及び救急Ａ評価による救命

救急センターの救命救急入院料加算などの算定により入院診療単価が大幅に増えたこと、酒田医療センターにおいても回復期リ

ハビリテーションの開始により収益が増加していることなど、平成２４年度も引き続き黒字決算を達成している。営業損益段階

でも黒字であり、また、経常収支比率１００％以上を達成するなど、引き続き経営管理指標の改善が図られ、財務内容について

も良好である。 

ウ 評価した項目 

①項目数 

１項目 【評価 Ｓ：１ 】 

②特筆すべき項目 

・ 単年度収支において黒字を計上、営業損益でも引き続き黒字を計上している。 



・ 経常収支比率（経常収益／経常費用）１０４．７％を達成。昨年度の１０２．４％を上回っている。 

・ 人件費・材料費・経費の営業収益比率とも全国の５００床以上の自治体黒字病院の平均値以下を達成した。 

 

４．その他業務運営に関する事項 

ア 評 定 

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

法人の運営体制については、計画どおり、２つの病院における弾力的な人員配置が行われた。また、業務改善委員会を立ち

上げさまざまな業務の見直しを行ったことなどにより、業務の改善・効率化が進んでいる。また、院内保育所の２４時間対応

を継続し、平成２５年度からは日数拡大を予定している。病児・病後児保育においても継続がなされ就労環境の整備が図られ

ている。また、教育部門では酒田市より受託している酒田市立酒田看護専門学校への支援として、日本海総合病院看護教務部

の職員を「酒田看護専門学校」の教員として常勤させ、新たな看護教員養成にも務めている。 

平成２４年度から酒田市の離島にある市立飛島診療所に常駐医師が不在となったことから、４月～１０月まで週１回の割合

で医師を派遣し診療支援を行っている。 

ウ 評価した項目 

①項目数 

６項目【評価 Ｓ：２、Ａ：４ 】 

②特筆すべき項目 

・ 院内保育所については２４時間保育を継続し、平成２５年度からは日数の拡大を予定している。また、病児・病後児保育も

継続しており就労環境の整備が図られている。 

・ 酒田市立酒田看護専門学校への支援として、日本海総合病院看護教務部の職員を「酒田看護専門学校」の教員として常勤さ

せ、新たな看護教員養成にも務めている。 

・平成２４年度から酒田市の離島にある市立飛島診療所に常駐医師が不在となったことから、４月～１０月まで週１回の割合

で医師を派遣し診療支援を行っている。 

 

（３）地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構に対する勧告等 

な し 



【別紙】 

 

 

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構平成２４年度業務実績に関する評価基準 

 

１ 平成２４年度業務の実績に関する評価の基本方針 

平成２４年度地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構年度計画について、その実施状況を調査・分析し、業務の実績に 

ついて評価を行なう。 

２ 業務の実績に関する評価の方法 

計画に掲げた項目ごとに行なう「項目別評価」と「業務実績全体の状況について行なう全体評価」の２つを併せて行なう 

ものとする。 

 （１）項目別評価 項目別評価シート 

   ①業務の実施状況を幅広く把握し、可能な限り客観的な評価の実施に努める。 

    ・業務実績については、その数量だけでなく、その質についても考慮する 

    ・業務実績に影響を及ぼした要因、予期せぬ事情の変化等についても考慮する 

   ②判定基準として以下の５段階で評価し、原則としてその理由を付記する。 

   （判定基準） 

     「Ｓ」 ：計画を大幅に上回っている 

     「Ａ」 ：計画を上回っている 

     「Ｂ」 ：計画に概ね合致している 

     「Ｃ」 ：計画をやや下回っている 

     「Ｄ」 ：計画を下回っており、大幅な改善が必要 

（２）全体評価 

   全体評価は、（１）の項目別評価の結果を踏まえ、全体的な計画の進行状況や達成について、記述式等により評価するも 

  のとする。 
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地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　項目別評価シート

判定 判定

◇急性期医療を提供する、地域の中核
病院としての役割を果たしたか。

Ａ ▽年間6,000件を超える手術の実施、平均在院日数
11.7日、紹介率61.5％、逆紹介率が45.2％であるこ
となど、急性期医療を担う地域の中核病院としての
役割を果たしている。

Ｓ 手術件数が年間6,000件を超え、逆紹介率も
45.2％と他の病院に比べ非常に高く、地域連
携も活発に行われていることから、急性期医
療を担う地域の中核病院として高く評価す
る。

◇回復期リハビリテーション及び通所
リハビリテーションに取り組むことが
できたか。

Ａ ▽年度当初から、回復期リハビリテーションに取り
組むことができた。退院後も機能回復目的のリハビ
リテーションを必要とする患者のため、計画にはな
かった外来リハビリテーションを、通所リハビリ
テーションに優先して取り組んだ。

Ａ 自己評定のとおり

酒田医療センターの機能

規模：１１４床
診療科：２科（内科、リハビリテーション科）
特殊診療機能：地域医療室（地域連携・在宅療養支
援など）
その他：病院間移動用ワゴン車

酒田医療センターの機能

規模：１１４床
診療科：２科（内科、リハビリテーション科）
特殊診療機能：地域医療室（地域連携・在宅療養支援
など）
その他：病院間移動用ワゴン車

 酒田医療センターの増築・改修工事が竣工する予定で
あったが、東日本大震災の被災地復興事業の影響を受
けて、工期を２ヶ月延長し平成２５年５月３１日とし
た。
 退院後も機能回復目的のリハビリテーションが必要な
患者がいることから、平成２４年１０月より外来での
リハビリテーションを開始した。このため、通所リハ
ビリテーションについては、平成２５年度から実施す
ることとした。

　①日本海総合病院の体制

評　価　の　視　点

日本海総合病院の機能

規模：６４６床
診療科：２５科（内科、循環器内科、消化器内科、内
視鏡内科、精神科、神経内科、小児科、外科、乳腺外
科、小児外科、心臓血管外科、呼吸器外科、脳神経外
科、整形外科、形成外科、リハビリテーション科、皮
膚科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放射
線科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科）
併設診療機能：救命救急センター、屋上ヘリポート設
置
特殊診療機能：ＩＣＵ（集中治療室）、ＨＣＵ（準集
中治療室）、未熟児室、感染症病床、放射線治療、外
来がん化学療法、セカンドオピニオン外来、緩和ケ
ア、人工透析、地域医療室（地域連携、在宅療養支援
など）
その他：病院間移動用ワゴン車、院内保育所

1　診療計画及び診療に関する重点事項

日本海総合病院の機能

規模：６４６床
診療科：２５科（内科、循環器内科、消化器内科、
内視鏡内科、精神科、神経内科、小児科、外科、乳
腺外科、小児外科、心臓血管外科、呼吸器外科、脳
神経外科、整形外科、形成外科、リハビリテーショ
ン科、皮膚科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽
喉科、放射線科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科）
併設診療機能：救命救急センター、屋上ヘリポート
設置
特殊診療機能：ＩＣＵ（集中治療室）、ＨＣＵ（準
集中治療室）、未熟児室、感染症病床、放射線治
療、外来がん化学療法、セカンドオピニオン外来、
緩和ケア、人工透析（急性期）、人間ドック、地域
医療室（地域連携、在宅療養支援など）
その他：病院間移動用ワゴン車、院内保育所

　②酒田医療センターの体制

　平成２４年度は新たな中期目標期間・中期計画期
間の初年度であり、診療計画については、設立団体
から指示された第２期中期目標及び病院機構が策定
した第２期中期計画に基づき実施していくものとす
る。
　第１期中期計画期間における病院運営は、評価委
員会等からも高い評価を得るなど順調な運営がなさ
れてきた。今後も日本海総合病院においては地域の
中核病院として急性期医療の充実に努めるととも
に、日本海総合病院酒田医療センター（以下「酒田
医療センター」という。）においては回復期医療の
取組を進め、将来にわたり継続可能な経営を目指す
ための努力を続けながら、今年度においても地域医
療の向上のために様々な取組を行うものとする。
　施設整備については、酒田医療センターにおいて
今年度中に増築・改修を完成させ回復期リハビリ
テーションの充実、通所リハビリテーションへの取
組など地域に求められている医療環境の整備を実行
し、地域の医療機能の向上を着実に推進するものと
する。

　平成２４年度は、酒田医療センターの増築・改修
工事が完成する年度であり、統合再編で掲げた施設
整備が完了することとなる。
　この施設整備により、地域課題であった回復期リ
ハビリテーション、通所リハビリテーションについ
ても年度中に取組が開始されることになる。なお、
現在の東棟の改築と(仮称)回復期リハビリテーショ
ン棟の運用が開始するまでは、現在の西棟について
は、暫定的に療養病棟として活用し、その後に解体
を行うものとする。

（１）診療計画

 日本海総合病院では地域の中核病院として急性期医療
の充実に努め、日本海総合病院酒田医療センター（以
下「酒田医療センター」という。）では回復期医療へ
の取組みを行った。
 また、将来にわたり持続可能な経営に向けて努力する
とともに、地域医療向上のために後述のような取組み
を行った。

委 員 会 評 定 及 び 意 見 等自　己　評　定平成２４年度・年度計画 平成２４年度・年度実績
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地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　項目別評価シート

判定 判定
評　価　の　視　点 委 員 会 評 定 及 び 意 見 等自　己　評　定平成２４年度・年度計画 平成２４年度・年度実績

◇救急専門医の育成を検討したか。 Ｂ ▽専門医認定を得るための研修体制等について検討
を行った。

Ｂ 自己評定のとおり

◇ドクターカー配備を検討するため、
酒田救急ワークステーションと訓練を
行ったか。

Ａ ▽３件の要請があり、医師及び看護師が救急車に同
乗・出動した。

Ａ 自己評定のとおり

◇「山形県ドクターヘリ」の受け入れ
態勢の整備を行ったか。

Ａ ▽山形県ドクターヘリの運航開始前に共同訓練を行
い、患者搬送手順等の確認を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇酒田地区医師会の協力により、継続
して平日夜間救急外来において診療支
援が行われ、救急医療の充実を図るこ
とができたか。

Ｓ ▽酒田地区医師会との協力体制により、役割分担す
ることで、日本海総合病院の医師は重い症状の患者
対応に専念することができ、救急医療の充実を図る
ことができた。

Ｓ 自己評定のとおり

◇地域がん診療連携拠点病院としての
機能の充実が図られたか。

Ｓ ▽がん相談機能の充実、ＰＥＴ/ＣＴの稼働によるが
ん診断機能の充実を図った。その他に、調査・研究
分野では各種がん登録の実施、地域住民への啓発活
動として専門家による講演会を開催するなど、拠点
病院の機能を十分に発揮することができた。

Ｓ 自己評定のとおり

◇平成２４年６月からＰＥＴ/ＣＴを
稼働させたか。
◇稼働状況は、順調であったか。

Ｂ ▽計画通りにＰＥＴ/ＣＴを稼働させた。
▽１日あたり検査件数が約2.2人であり、順調な稼働
状況とはいえなかった。

Ａ 最新の高度医療機器については、導入から十
分な稼働率までには時間を要するため、先駆
的に稼働したことについて評価するもの。

◇手術、放射線療法及び化学療法を効
果的に組み合わせた治療が実施された
か。

Ａ ▽患者の状態にあった最適ながん治療を行った。 Ａ 自己評定のとおり

◇緩和ケア医療の充実がなされている
か。

Ａ ▽認定看護師を配置し、緩和ケアチームで積極的に
患者に関わった。人員体制及びケア提供体制の充実
を図り、患者の身体的又は精神的苦痛の緩和に努
め、ＱＯＬを考慮した治療とケアを行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇セカンドオピニオン外来の充実がな
されているか。

Ａ ▽専門の医師と看護師が懇切丁寧な説明と相談にあ
たった。

Ａ 自己評定のとおり・セカンドオピニオン外来の充実

・救命救急センターにおける専門医の育成等、その
充実について検討を行う。

○平成２４年６月にＰＥＴ/ＣＴを稼働させた。
【Ｈ２４実績】検査件数　　４４２件

○手術、放射線療法及び化学療法を、効果的に組み合
わせて治療を実施した。
【Ｈ２４実績】手術件数　　　１，１２３件
　　　　　 　 放射線療法　　７，７９３件
　　　　　  　外来化学療法　３，０９２件
【Ｈ２３実績】手術件数　　　１，０６５件
　　　　　 　 放射線療法　　９，５１３件
　　　　　  　外来化学療法　３，８９６件

・緩和ケア医療の充実

○セカンドオピニオン外来の充実
【Ｈ２４実績】実施件数　　４件（がん３件）
【Ｈ２３実績】実施件数　　２件（がん２件）

○酒田地区広域行政組合の「酒田救急ワークステー
ション」との連携強化を図り、当該組合の要請によっ
て、医師及び看護師が救急車に同乗・出動した。
・平成２４年度の出動実績は、３件であった。

○平成２４年１１月に運航開始した「山形県ドクター
ヘリ」の受け入れ態勢の整備を行った。

　　a) 救急医療

　医療需要の質的・量的変化や新たな医療課題に適切
に対応するため、平成２４年度は、次のとおり診療部
門の充実及び見直しを行った。

　第２期の中期計画期間においても、医療需要の質
的・量的変化や新たな医療課題に適切に対応するた
め、今年度についても、次のとおり診療部門の充実
及び見直しを行う。

（２）診療に関する重点事項

　①診療体制の整備

・日本海総合病院において酒田市の財政支援のも
と、酒田地区医師会等の医師の協力による平日夜間
の成人・小児の救急外来に対する診療支援の救急診
療体制の維持、継続を図る。

　　b) がん医療

・手術、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合
わせた治療の実施

・ＰＥＴ-ＣＴの運用開始(平成２４年６月中)によ
るがん治療の強化

・地域がん診療連携拠点病院としての機能充実

・酒田地区広域行政組合の酒田救急ワークステー
ションとの連携強化を図り、将来、ドクターカーの
配備の検討のため、共同して訓練等を行う。

・平成２４年１２月頃に運航開始予定の山形県ドク
ターヘリの受け入れ態勢等の整備を図る。

○看護師１名に「相談支援センター相談員基礎研修
（３）」を受講させ、がん相談員を１名増の４名体制
とする等、がん相談支援体制の充実を図った。
【Ｈ２４実績】がん相談件数　　８１８件
【Ｈ２３実績】がん相談件数　　９３４件

○救命救急センターの機能の充実を図るため、専門医
育成等の検討を行った。

○緩和ケア医療の充実
【Ｈ２４実績】病棟回診延べ患者数　　３６７名
　　　　　 　 緩和ケア外来患者数　　１０５名
【Ｈ２３実績】病棟回診延べ患者数　　３８３名
　　　　　 　 緩和ケア外来患者数　　１００名

○酒田地区医師会の協力により、平日夜間救急外来
（小児を含む。）において、継続して診療支援が行わ
れた。
【Ｈ２４実績】救命救急センター受診状況
　　　　　 　 延べ患者数　２３，９７９名
　　　　　　    うち酒田地区医師会による診療支援
　　　　　　　 　 小児延べ患者数　　　７４３名
　　　　　　　 　 成人延べ患者数　１，７１５名
【Ｈ２３実績】救命救急センター受診状況
　　　　　 　 延べ患者数　２３，８５６名
　　　　　　    うち酒田地区医師会による診療支援
　　　　　　　 　 小児延べ患者数　　　８３０名
　　　　　　　 　 成人延べ患者数　１，９１４名
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判定 判定
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◇院内がん登録機能、相談支援体制の
充実がなされているか。

Ａ 「院内がん登録」及び「地域がん登録」を行ってい
る。また、がん相談機能については、資格のある相
談員を４名体制とし充実を図った。

Ａ 自己評定のとおり

◇脳卒中・急性心筋梗塞において、各
診療科又はリハビリテーション部門が
連携して治療することができたか。

Ａ ▽急性期医療の充実により、速やかに薬物治療又は
カテーテル治療などの処置を施すことで、早期の社
会復帰に向けたリハビリテーションに取り組むこと
ができた。

Ａ 自己評定のとおり

◇脳卒中・急性心筋梗塞に対する専門
的医療やＣＴ・ＭＲＩ検査の２４時間
対応は、継続して実施されているか。

Ａ ▽継続してＣＴ・ＭＲＩ検査の２４時間対応を行
い、緊急治療や手術など適切に対応することができ
た。

Ａ 自己評定のとおり

◇日本海総合病院では急性期リハビリ
テーションを、酒田医療センターでは
回復期リハビリテーションの充実が図
られたか。

Ａ ▽日本海総合病院では、脳血管疾患リハビリテー
ション及び心大血管疾患リハビリテーションの患者
数、回数がともに、昨年度と比較して増加した。
▽酒田医療センターでは、脳血管疾患リハビリテー
ションの患者数、回数が昨年度と比較して大幅に増
加した。

Ａ 自己評定のとおり

◇チーム医療による食事療法、運動療
法、薬物療法等を組み合わせた糖尿病
治療が行われたか。

Ａ ▽それぞれの職種が、それぞれの分野から患者にア
プローチし、血糖値コントロールのための自己注射
の必要性、糖尿病による合併症併発の危険性、予防
などについて患者の理解を得て、退院させることが
できた。

Ａ 自己評定のとおり

　　e) 回復期リハビリテーション（酒田医療センター）

◇回復期リハビリテーション機能の充
実がなされたか。

Ａ ▽リハビリテーション科のスタッフの増員を行い、
回復期リハビリテーションの充実に努めた。

Ａ 自己評定のとおり

◇通所リハビリテーションを開始する
ことができたか。

Ｂ ▽退院後も機能回復目的のリハビリテーションを必
要とする患者のため、計画にはなかった外来リハビ
リテーションを、通所リハビリテーションに優先し
て取り組んだ。

Ｂ 自己評定のとおり

○平成２４年２月１日から回復期リハビリテーション
病棟を稼働させ、平成２４年４月１日から回復期リハ
ビリテーション入院基本料３の算定を開始した。ま
た、平成２４年１０月から外来でリハビリテーション
を開始した。
【Ｈ２４実績】リハビリテーション科の延べ患者数
　　　　　入院　１１，３６６名　　外来　１２０名

・救命救急センターと関係する各診療科、リハビリ
テーション部門との連携強化を図り、救命率等の向
上に寄与する。

○救命救急センターと関係する各診療科、リハビリ
テーション部門との連携強化を図り、救命率等の向上
に努めた。

　　d) 糖尿病（日本海総合病院）

・院内がん登録機能、相談支援体制の充実

　　c) 脳卒中・急性心筋梗塞

・チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法
等を組み合わせた教育入院等の集中的治療の充実

○日本海総合病院では急性期リハビリテーションを、
酒田医療センターでは回復期リハビリテーションの充
実を図った。
【Ｈ２４実績】心大血管疾患リハビリテーション料１
　日本海総合病院：実患者数　　４２２名
　　　　　　　　　回数(単位数)　９，１９６回
【Ｈ２３実績】心大血管疾患リハビリテーション料１
　日本海総合病院：実患者数　　３２５名
　　　　　　　　　回数(単位数)　３，３４１回
【Ｈ２４実績】脳血管疾患リハビリテーション料１
　日本海総合病院：実患者数　　１，３０３名
　　　　　　　　　回数(単位数)　４４，１１８回
　酒田医療センター：実患者数　　２４３名
　　　　　　　　　　回数(単位数)　４０，９６３回
【Ｈ２３実績】脳血管疾患リハビリテーション料１
　日本海総合病院：実患者数　　１，１５７名
　　　　　　　　　回数(単位数)　３９，４３７回
　酒田医療センター：実患者数　　２０６名
　　　　　　　　　　回数(単位数)　２３，６６１回

○地域がん診療連携拠点病院として、次のとおりがん
登録を行った。
【Ｈ２４実績】院内がん登録　　１，６８４件
　　　　　 　 地域がん登録　　１，６５３件
【Ｈ２３実績】院内がん登録　　１，７１６件
　　　　　 　 地域がん登録　　１，６９１件
（再掲）
○看護師１名に「相談支援センター相談員基礎研修
（３）」を受講させ、がん相談員を１名増の４名体制
とする等、がん相談支援体制の充実を図った。
【Ｈ２４実績】がん相談件数　　８１８件
【Ｈ２３実績】がん相談件数　　９３４件

・通所リハビリテーションを平成２４年度中に実施
する。

・日本海総合病院における急性期リハビリテーショ
ンの充実及び酒田医療センターにおける回復期リハ
ビリテーションとの連携強化を図る。

・ＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応の継続 ○専門的医療やＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応
【Ｈ２４実績】脳梗塞、くも膜下出血、脳動脈瘤、脳
内出血で実施した件数
　　ＣＴ　１，０１５件　　ＭＲＩ　８１９件
【Ｈ２３実績】脳梗塞、くも膜下出血、脳動脈瘤、脳
内出血で実施した件数
　　ＣＴ　１，０６０件　　ＭＲＩ　９９７件
【Ｈ２４実績】心筋梗塞、狭心症で実施した件数
　　ＣＴ　２５５件　　ＭＲＩ　４０件
【Ｈ２３実績】心筋梗塞、狭心症で実施した件数
　　ＣＴ　２２０件　　ＭＲＩ　３２件

・回復期リハビリテーション機能の充実を図る。

○チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等
を組み合わせた教育入院等の治療を行った。
【Ｈ２４実績】教育入院患者数　　８３名
【Ｈ２３実績】教育入院患者数　　７９名
【Ｈ２４実績】個別栄養指導件数　　５７５件
　　　　　　（入院　２３９件　外来　３３６件）
【Ｈ２３実績】個別栄養指導件数　　３３４件
　　　　　　（入院　１９１件　外来　１４３件）
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◇他の医療機関及び地域の介護・福祉
機関との連携強化のため、窓口・相談
機能の充実がなされたか。

Ａ ▽相談窓口機能の改善を行ったことで、業務の効率
化が進み、シームレスなサービス提供が行われた。

Ａ 自己評定のとおり

◇在宅や介護・福祉施設で医療支援を
必要としている方に対して、他の医療
機関及び介護・福祉機関と連携して医
療支援を行ったか。

Ａ ▽他の医療機関及び介護・福祉機関と連携強化を図
るとともに、「ちょうかいネット」の利用拡大にも
取り組んできたことから、的確な医療支援を行うこ
とができた。

Ａ 自己評定のとおり

◇訪問看護ステーション「スワン」
が、酒田医療センターに継続して設置
され、在宅医療との連携強化が図られ
たか。

Ａ ▽在宅医療へのスムーズな移行が行われている。 Ａ 自己評定のとおり

◇「げんき号」が継続運行され、患者
の利便性は確保されたか。

Ａ ▽利用実績をふまえて定期便を減便して運行した。
必要に応じて臨時便を運行し、患者の利便性を確保
した。

Ａ 自己評定のとおり

◇要請に応じて、いつでも出動できる
態勢であったか。

Ａ ▽山形県からＤＭＡＴの待機要請があり、速やかに
出動態勢を整えた。

Ａ 自己評定のとおり

◇他の関係機関との災害医療訓練又は
災害医療研修を実施若しくは参加した
か。

Ｓ ▽他の機関が主催の訓練に参加するだけでなく、災
害拠点病院の責務を果たすため、この地域が被災し
た場合を想定しての訓練も独自に実施した。

Ｓ 自己評定のとおり

◇災害医療対策用機器等の整備及び備
蓄を行ったか。

Ａ ▽国の補正予算を活用し、災害医療対策用機器等の
整備を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇水害、津波災害に備えて、非常用発
電装置の浸水防止工事について設計等
を実施したか。

Ｂ ▽工事の必要性について検討を行い、浸水防止工事
は見送ることとした。

Ａ 酒田市で発表した津波浸水予測図を参考に検
討した結果、当地区は浸水に当たらないこと
から工事の必要性がないと判断しているもの
であり、浸水防止工事を行わないことは十分
評価できる。

◇非常用発電機の燃料や医薬品等の優
先納入体制の整備を図ったか。

Ａ ▽災害時においても、病院機能が維持されるよう物
品調達面での体制整備を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇新たな感染症などが発生した場合
に、関係機関と連携して患者を受け入
れることができるか。

Ａ ▽新型インフルエンザについては、既にマニュアル
が整備されている。
▽感染症室の個室化などの改修を行い、患者受け入
れ環境の整備を行った。

Ａ 自己評定のとおり

　②災害時や健康危機における医療協力

・かかりつけ医と連携した急性増悪に対する入院受
入や定期的に必要な検査、処置の実施などの在宅患
者や介護・福祉機関の患者に対する医療支援

○非常用発電装置の浸水防止工事については、山形県
が公表した「津波浸水域予測図」及び酒田市が作成し
た「津波ハザードマップ」を参考に、その必要性につ
いて検討した結果、津波の影響は極めて少ないと判断
したため見送ることとした。

・災害発生時に備え、地域の医療機関、医師会、自
治体等が参加する災害医療訓練に年１回以上参加す
るとともに、地域の医療従事者を対象とした災害医
療研修を実施する。

○酒田地区医師会十全堂訪問看護ステーション「スワ
ン」が、酒田医療センターに継続して設置されたこと
によって、在宅医療との連携強化を図った。

○新たな感染症が発生した場合には、他の関係機関と
連携して対応するとともに、感染対策委員会を中心に
情報収集を行い、患者の受け入れを行っていく。

○平成２４年１２月７日に三陸沖を震源とする地震が
発生し、宮城県太平洋沿岸に津波警報が発表された。
山形県からＤＭＡＴの待機要請があったが、２時間後
に警報が解除されたため、ＤＭＡＴは出動しなかっ
た。

　　f)在宅医療支援及び療養支援

・社団法人酒田地区医師会十全堂訪問看護ステー
ション スワン の酒田医療センター内への設置によ
る地域連携の強化

・災害時には、災害拠点病院として患者を受け入れ
るとともに、県の要請に基づき、又は自ら必要と認
めたときは、ＤＭＡＴ（災害派遣災害チーム）等、
医療スタッフを現地に派遣して医療救護活動を実施
する。

・水害、津波災害に備えて、非常用発電装置の浸水
防止工事について設計等を実施する。

・非常用発電機の燃料や医薬品等の優先納入体制の
整備を図る。

・地域の介護機関・福祉機関・医療機関との連携を
強化するための窓口・相談機能の充実

・日本海総合病院においては、新型インフルエンザ
などの新たな感染症など地域の健康危機事象に山形
県と連携して所要の責務を担うとともに、その受け
入れ等の体制を整備する。

○災害時においても、優先納入できることを条件に加
え、物品購入契約を締結した。

・災害発生時に備え、小型非常用発電装置、医薬
品、診療材料、飲料水などの配備・備蓄について、
今年度は、小型非常用発電装置の病棟配備について
配置箇所等を検討、実施し、医薬品、診療材料、飲
料水などの備蓄については、備蓄場所・備蓄施設の
設置等について検討する。

・２病院間を運行している患者移動用ワゴン車「げ
んき号」については、今年度も継続して運行する。
ただし、運行回数等は１日当たり７往復に減少し、
運行経路等について再検討をする。

　　ｇ）その他

○日本海総合病院の医事課医療連携室（３名体制）を
事務室から移転させ、地域医療室と同室にすること
で、業務の効率化と相談機能の充実を図った。
○酒田医療センターは３名体制で、退院調整及び入院
前面談等を実施した。
【Ｈ２４実績】退院調整
　　　　　 　 日本海総合病院　　合計１，９０６件
　　　　　    酒田医療センター　合計　　２８９件
【Ｈ２３実績】退院調整
　　　　　 　 日本海総合病院　　合計１，８９９件
　　　　　    酒田医療センター　合計　　２２９件
【Ｈ２４実績】酒田医療センター：
　　　　　　  入院前面談件数　３９７件
　　　　　　　  うち入院患者数　３７７件
【Ｈ２３実績】酒田医療センター：
　　　　　　  入院前面談件数　３７４件
　　　　　　　  うち入院患者数　３６５件

○在宅や介護・福祉施設で医療支援を必要としている
方に対して、他の医療機関及び介護・福祉機関と連携
して医療支援を行った。

○患者移動用ワゴン車「げんき号」については、運行
経路の変更にともない、運行回数を１日当たり定期便
７往復に減便しながらも利便性の保持のため、月平均
約５往復の臨時便を運行した。

○山形県地域災害医療コーディネーターに、日本海総
合病院の２名の医師が委嘱された。（期間：平成２５
年３月２７日～平成２７年３月２６日の２年間）
【Ｈ２４実績】災害医療訓練及び研修の状況
　　　　    災害医療訓練：１２回、延べ４２名参加
　　　　    災害医療研修：６回、延べ７２９名参加
【Ｈ２３実績】災害医療訓練及び研修の状況
　　　　    災害医療訓練：５回、延べ７５名参加
　　　　    災害医療研修：４回、延べ１９名参加

○災害発生時に備え、衛星携帯電話ほか９種類の災害
医療対策用機器等を整備及び備蓄した。
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◇地域の中核的医療機関としての役割
を果たすため、先進的な技術の導入を
図ったか。

Ａ ▽国の定める先進医療の導入を視野に入れ、ハイブ
リッド手術室の整備について検討した。

Ａ 自己評定のとおり

◇第二種感染症指定医療機関としての
役割を果たすため、感染症患者の受け
入れ環境の整備を図ったか。

Ａ ▽１室２床の感染症室を、個室化のため移転し、環
境の整備を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇「認知症疾患医療センター」を運営
し、十分に役割を果たしているか。

Ａ ▽庄内二次医療圏で唯一の「認知症疾患医療セン
ター」であり、前年度と比較して新規相談件数が増
加している。認知症の早期発見、早期治療に努めて
いる。

Ａ 自己評定のとおり

◇高度専門医療等の水準を維持・向上
させるため、大学等関係機関との連携
の強化が図られたか。

Ａ ▽山形大学及び東北大学との連携が図られている。 Ａ 自己評定のとおり

◇臨床研修医及びレジデントの受入れ
拡大に努めたか。また、山形大学及び
東北大学から卒前医学生を受け入れ、
医師の育成に協力したか。
◇教育研修体制の充実を図るため、レ
ジデントハウスの建築等について検討
を行ったか。

Ｓ ▽臨床研修医及びレジデントの受け入れだけでな
く、山形大学との協定に基づいてスチューデントド
クターを、東北大学から臨床医学修練及び地域医療
実習の医学生を受け入れ、医師育成の一翼を担っ
た。
▽教育研修環境の充実を図るため、レジデントハウ
スの建設に着工した。

Ｓ 自己評定のとおり

◇より質の高い看護を提供するため、
研修会等を通じて専門知識の習得及び
技能の向上を図ったか。
◇認定看護師等の資格取得の推進を
図ったか。

Ａ ▽院外講師を招聘し、研修会を開催した。
▽クリニカルラダーに基づいて、体系的な研修を継
続して行っている。
▽認定看護師の養成を図った。

Ａ 自己評定のとおり

◇医療技術職について、研修等を通じ
て専門技能の向上を図ったか。

Ａ ▽学会、学術研究会、研修会等に参加し、知識の習
得と専門技能の向上を図った。

Ａ 自己評定のとおり

◇チーム医療を提供することができた
か。

Ａ ▽チーム医療を提供し、患者の評価を多職種で行
い、医療の質の向上に努めた。

Ａ 自己評定のとおり

◇医師確保と定着化のため多様な勤務
形態の検討を行ったか。また、医師の
負担軽減を図ることができたか。

Ｓ ▽医師短時間正職員制度に関する要綱を定めた。
▽医師の負担軽減を図るため、継続して医療クラー
クの配置を行った。

Ｓ 自己評定のとおり

○日本海総合病院において「認知症疾患医療セン
ター」を運営し、認知症疾患患者の専門医療相談、鑑
別診断等について継続して実施した。
【Ｈ２４実績】新規相談件数　　７８９件
　　　　　 　 継続相談件数　　２８６件
【Ｈ２３実績】新規相談件数　　６４５件
　　　　　 　 継続相談件数　　３００件

○日本海総合病院において、ハイブリッド手術室の整
備について検討を行った。

・がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病・小児医
療・周産期医療などの高度専門医療についても、
「山形県保健医療計画」等と整合性を図りながら、
民間の医療機関では導入が困難な技術、先進的な技
術を先駆けて導入するなど、地域の中核的医療機関
としての役割を果たしていく。

　③政策医療の実施

○緩和ケアチーム、栄養サポートチーム、人工呼吸サ
ポートチーム、感染対策チーム及び褥瘡対策チーム
で、多職種による医療の提供を行った。

・看護師や薬剤師、技師等が、がんや心疾患、糖尿
病等に対するチーム医療の実施において、医師とと
もにメディカルスタッフの一員として、その役割を
果たせるよう必要に応じ体制整備を進める。

・医師の負担の軽減により、医師確保と定着化を促
進するため、短時間正職員制度など多様な勤務形態
の導入を検討するとともに、医師事務作業補助者
（以下「医療クラーク」という。）など医師を支援
する職種の活用を推進する。

　　a)医療人材の確保・育成

・薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師等の技術
職について、研修等を充実し、専門技能の向上を図
る。

○臨床研修医、レジデント及びスチューデントドク
ターの受入れ拡大に努めた。
【Ｈ２４実績】臨床研修医　　１３名
　　　　　 　 レジデント　　１６名
　　　　　 　 スチューデントドクター　１６名
　　　　　　　臨床医学修練生　１名
　　　　　　　地域医療実習生　４名
【Ｈ２３実績】臨床研修医　　１４名
　　　　　 　 レジデント　　１２名
　　　　　　　スチューデントドクター　４名
　　　　　　　臨床医学修練生　１名
　　　　　　　地域医療実習生　２名
○教育研修体制の充実を図るため、レジデントハウス
の建築について検討を行い、平成２５年２月に着工し
た。

・高度専門医療等の水準を維持・向上させるため、
大学等関係機関との連携の強化や教育研修の充実に
より、優秀な医師の確保、育成に努める。

○薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師等の技術職
について、研修等を充実し、専門技能の向上を図っ
た。

○より質の高い看護を提供するため、院外講師を招聘
して５回の研修会を開催し、延べ１７９名が参加し
た。
【Ｈ２３実績】５回、延べ１９５名参加
○緩和ケア認定看護師、感染管理認定看護師、脳卒中
リハビリテーション認定看護師及び慢性心不全看護認
定看護師の資格を新たに取得するため、４名の職員を
研修に派遣した。
【Ｈ２３実績】１名（救急看護認定看護師取得）

・日本海総合病院においては、認知症疾患医療セン
ターを運営し、認知症疾患患者の専門医療相談、鑑
別診断等について継続して実施していく。

　④医療スタッフの確保及び資質向上

○医師確保と定着化を図るため、短時間正職員制度の
導入を検討した。
○各病棟などに医療クラークを配置し、継続して医師
の負担軽減を図った。
【Ｈ２４実績】医療クラークの配置数　　５９名
【Ｈ２３実績】医療クラークの配置数　　６０名

○第二種感染症指定医療機関である日本海総合病院で
は、感染症患者の受け入れ体制を検討し、感染症病床
２床分の改装移転を行った。

・臨床研修医及びレジデント（専門分野の研修医を
いう。）の受入れ拡大に努めるため、教育研修体制
の充実を図るとともにレジデントハウスの建築等に
ついて検討を行う。

・より質の高い看護を提供するため、計画的に認定
看護師・専門看護師の資格取得を促進する。

○高度専門医療等の水準を維持・向上させるため、大
学等関係機関との連携の強化を図った。

・日本海総合病院においては、第二種感染症指定医
療機関として、所要の責務を担うとともに、速やか
な感染症患者の受け入れ体制を整備する。
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◇プロパー職員について、研修等を通
じて専門知識の習得を図ったか。

Ａ ▽職員研修規程に基づき職員研修計画を定め、事務
職員の資質の向上を図った。

Ａ 自己評定のとおり

◇診療情報管理士を配置し、専門性の
向上を図ったか。

Ａ ▽「がん登録」分野において、診療情報管理士の専
門性を活用し、さらに精度の向上を図った。

Ａ 自己評定のとおり

◇地域の中核的な医療機関としての役
割を果たし、他の医療機関との役割分
担と連携を強化し、紹介率・逆紹介率
の向上に取り組んだか。

Ｓ ▽前年度に引き続き、地域医療支援病院の要件であ
る紹介率・逆紹介率を達成することができた。
▽紹介率は0.3ポイント減少したものの、逆紹介率は
3.4ポイント増加し、地域の医療提供体制における役
割分担と連携の強化が図られている。

Ｓ 自己評定のとおり

◇地域包括支援センターや地域の介
護・福祉機関との連携を強化し、医療
から介護・福祉へと切れ目のないサー
ビスを提供したか。

Ａ ▽介護・福祉機関との連携を強化するとともに、充
実した体制で積極的な退院支援を行うことにより、
医療から介護・福祉へとシームレスなサービスを提
供することができた。

Ａ 自己評定のとおり

　　b)ＩＴネットワークの活用（「ちょうかいネット」の活用推進

◇「ちょうかいネット」の利用拡大が
図られたか。

Ａ ▽利用施設数及び登録患者数ともに増加しており、
利用拡大が図られた。

Ｓ 全国的にも先駆的な取り組みであり、利用施
設数や登録患者などに伴う紹介率や逆紹介率
の高さなど結果も出ている。特に近隣の鶴岡
市の医療機関の加入も増加しており、庄内地
域全体に拡大していることから、高く評価す
る。

◇地域連携クリティカルパスを、
「ちょうかいネット」で運用したか。

Ａ ▽「ちょうかいネット」で地域連携クリティカルパ
スを運用し、紹介先医療機関との情報の共有が図ら
れた。

Ａ 自己評定のとおり

◇電子カルテをベースとしたクリティ
カルパスの作成及び適用を促進した
か。

Ａ ▽電子カルテをベースにクリティカルパスを作成す
ることで、「ちょうかいネット」での運用を可能に
している。
▽「５大がん」及び「大腿骨頚部骨折」に加えて、
「脳卒中」パスを新規に稼働させた。

Ａ 自己評定のとおり

◇医療水準向上のため、大学等や県立
病院などとの人材交流や研修を実施し
たか。

Ａ ▽山形大学及び東北大学を中心にして、人材交流を
行い医療水準の向上に努めている。

Ａ 自己評定のとおり

◇山形大学医学部先端分子疫学研究所
の研究活動に協力したか。

Ａ ▽日本海総合病院に研究所の分室を設置するととも
に、市民公開講座の開催支援などの協力を行った。

Ａ 自己評定のとおり

・診療情報管理士など専門職種の配置、取得に努め
るとともに委託職員の資質向上を図る。

　⑥庄内地域における医療水準の向上

　　b)事務職員の確保と専門性の向上

　　c)地域連携クリティカルパスの活用

・平成２３年度からインターネットを利用して日本
海総合病院の電子カルテ情報（診療録、処方、注
射、検査、画像、サマリーなど）を地域内の病院、
一般診療所、歯科診療所、薬局、介護・福祉施設な
どで閲覧できるようにし、また、ファイル化された
診療情報を病院や診療所等の相互間で送受信できる
システム（「ちょうかいネット」）について、利用
する医療機関等の拡大を図る。

・５大がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病などに
ついて効果的な医療を提供し、患者負担の軽減にも
寄与するため、電子カルテをベースにしたクリティ
カルパスの作成及び適用を進める。

・地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関との
連携を強化し、介護・福祉機関への患者情報の積極的
な提供や、退院時カンファレンスの取組の強化等によ
り、医療から介護・福祉へと切れ目のないサービスを
提供した。

・地域の中核的な医療機関として、山形大学、東北
大学、県立保健医療大学、県立病院などとの人材交
流や研修を通して質の高い医療従事者の育成を推進
し、庄内地域における医療水準の向上を進める。

○庄内地域における中核的な医療機関としての役割を
果たすとともに、他の医療機関との役割分担と連携の
強化に取り組んだ。
【Ｈ２４実績】日本海総合病院：紹介率　６１．５％
　　 　　　　　　　　　　　 逆紹介率　４５．２％
【Ｈ２３実績】日本海総合病院：紹介率　６１．８％
　　 　　　　　　　　　　　 逆紹介率　４１．８％
※「地域医療支援病院」の算出方法による。

○他病院の事務職員と合同活動発表会を開催し、事務
職員の知識の習得と専門性の向上を図った。

・病院経営機能の強化を図るため、事務職員につい
て、プロパー職員の採用等を段階的に進め、研修の
充実等による専門的知識の習得を図る。

○平成２３年４月から稼働した「ちょうかいネット」
について、利用する医療機関等の拡大を図った。
・平成２５年３月３１日現在の状況
　　利用施設数　　合計　　９２施設
　　登録患者数　　合計６，６６９名
・平成２４年３月３１日現在の状況
　　利用施設数　　合計　　５９施設
　　登録患者数　　合計２，３８６名

○「５大がん」及び「大腿骨頚部骨折」の地域連携ク
リティカルパスについても、「ちょうかいネット」を
活用した運用を行なった。

○プロパー職員として診療情報管理士１名を採用し、
既に資格を取得している臨時職員と合わせて８名を確
保し、専門性の向上を図った。

・庄内地域における中核的な医療機関としての役割
を果たすとともに、他の医療機関との役割分担と連
携を強化し、地域医療機関との紹介率・逆紹介率の
向上や地域連携クリティカルパスの整備、普及等に
取り組む。

　⑤医療サービスの効果的な提供

　　a)地域連携の推進

・地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関と
の連携を強化し、介護・福祉機関への患者情報の積
極的な提供や、退院時カンファレンスの取組の強化
等により、医療から介護・福祉へと切れ目のない
サービス提供ができるように努める。

○地域の中核的な医療機関として、山形大学、東北大
学、県立保健医療大学、県立病院などとの人材交流や
研修を通して質の高い医療従事者の育成を推進した。

・がん、脳卒中、心筋梗塞などの地域連携クリティ
カルパスについても「ちょうかいネット」を活用し
た運用を行なう。

○「５大がん」及び「大腿骨頚部骨折」の地域連携ク
リティカルパスについて、継続して積極的に活用し
た。
○平成２４年１２月から、新たに「脳卒中」の地域連
携クリティカルパスを稼働させた。
【Ｈ２４実績】地域連携クリティカルパス適用件数
　肺がん：０件　大腸がん：１３件　肝がん：０件
　乳がん：２４件　胃がん：９件
　ＣＨＳ：１０５件　脳卒中：９２件
【Ｈ２３実績】地域連携クリティカルパス適用件数
　肺がん：４件　大腸がん：１６件　肝がん：０件
　乳がん：７件　胃がん：１４件　ＣＨＳ：１１１件

・平成２３年度から日本海総合病院内に開設された
山形大学医学部先端分子疫学研究所酒田分室の研究
体制を支援するため調査活動に対する協力、講演会
等の開催支援を継続するとともに、同大学医学部と
の共同研究等の推進に努める。

○平成２３年度から日本海総合病院内に開設されてい
る、山形大学医学部先端分子疫学研究所酒田分室の調
査活動に協力した。
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◇看護教員の計画的な養成を図った
か。

Ａ ▽看護教員養成のため研修に派遣した。 Ａ 自己評定のとおり

◇地域住民を対象としたセミナー、広
報などを行ったか。

Ａ ▽地域がん診療連携拠点病院として、毎年、地域住
民を対象として公開講座を実施してきた。平成24年
度は院外講師による緩和ケア講演会を行い、啓発活
動を行った。
▽広報誌「あきほ」を年４回発行し、病院からの情
報発信を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇他の機関が行うセミナー等へ講師を
派遣したか。

Ａ ▽要請に応じて、講師等を派遣した。 Ａ 自己評定のとおり

◇外来待ち時間調査を実施したか。
◇実態把握を行い、患者の利便性の向
上に努めたか。

Ｂ ▽業者に委託して、待ち時間調査を実施した。
▽患者の利便性向上を図るため、待ち時間短縮に向
けての改善策は、平成25年度の検討課題とした。

Ｂ 自己評定のとおり

◇意見交換の場を設け、患者・住民の
目線に立ったサービスの向上に取り組
んだか。

Ａ ▽病院ボランティアとの意見交換を行った。
▽１つ１つの「患者の声」に回答し、すぐに改善で
きるものは速やかに対応した。

Ａ 自己評定のとおり

◇ホームページの充実による病院情報
の発信力の強化を図ったか。

Ａ ▽病院機構及び２病院のホームページに加え、看護
部のサイト、産婦人科のサイト、医学生向けのサイ
トにより様々な情報の発信を行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇日本海総合病院の既存棟において、
院内環境整備のため改修・補修を行っ
たか。

Ａ ▽日本海総合病院の環境整備のため、改修・補修を
行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇日本海総合病院において、患者用駐
車場の拡張について検討、実施した
か。

Ｂ ▽患者用駐車場の利用状況をふまえて検討を行った
が、拡張工事は実施しなかった。

Ｂ 自己評定のとおり
ただし、駐車場の拡張工事を実施する前に、
外来患者の病診のすみ分けや、将来の人口減
少も検討する必要がある。

◇地域住民に対する医療セミナーの開
催など、患者・住民の目線に立った
サービスの向上の取組みを行ったか。

Ａ ▽地域がん診療連携拠点病院として「緩和ケア講演
会」を行った。
▽山形大学医学部先端分子疫学研究所酒田疫学研究
所とともに、市民公開講座を開催した。

Ａ 自己評定のとおり

・日本海総合病院においては、外来患者等の来院状
況等を勘案し、患者用駐車場の拡張について検討、
実施する。

○日本海総合病院において、設備などの改修・補修を
行い院内環境の整備を図った。
【Ｈ２４実績】整備内容等
　感染症室：１室２床→１室１床へ２室整備
　理学療法室及び廊下：床の張替え
　外来診察室ドア：開き戸→引き戸
　正面玄関：風除室の設置
　５・６階病棟：病室カーテンの更新

・他の機関が行う地域の医療従事者や住民に対する
セミナー等への講師派遣についても積極的に行う。

・他の機関が行うセミナー等への講師派遣について協
力した。

○日本海総合病院において、外来診療の待ち時間調査
を実施し、実態把握を行った。今後、待ち時間短縮に
向けて改善策の検討を行う。

・患者、利用者の意見・要望等を聞く投書箱を今後
も設置し、一層のサービス向上と業務改善の取組を
進める。

・日本海総合病院においては、外来診療の待ち時間
調査を実施し、実態や患者ニーズを把握しながら、
患者の利便性の向上に努める。

○外来患者等の来院状況をふまえ、患者用駐車場の拡
張について検討した結果、平成２４年度においては拡
張工事を見送ることとし、今後の課題とした。

○地域住民を対象としたセミナー、病院広報紙などの
発行を積極的に行い、住民の医療や健康に対する意識
の啓発に努めた。
・患者、地域住民向けの広報誌「あきほ」を年間４回
発行し、病院機構の様々な情報提供に努めた。
・地域がん診療連携拠点病院として、地域住民を対象
に講演会等を開催し、健康に対する意識の啓発・情報
提供を行った。
【Ｈ２４実績】「緩和ケア講演会」　H24.7.14開催
　ホテルサンルート酒田　１７０名参加
・山形大学医学部先端分子疫学研究所とともに、市民
公開講座を開催した。
【Ｈ２４実績】「知って得する!?生活習慣病の話」
　H25.1.19開催　日本海総合病院講堂　１１１名参加

○病院機構及び２病院のホームページにより、病院情
報の提供を行った。

・ホームページの充実による病院情報の発信力の強
化を図る。

・日本海総合病院においては、既存棟である外来棟
や東西病棟を中心に、外来待合室、診察室、病室、
デイルーム、廊下、トイレ、洗面、その他の設備な
どの改修・補修に取り組み、快適な院内環境の整備
に努める。（平成２４年度は外来棟、３階西病棟、
５階東病棟、５階西病棟を中心に改修・補修に取り
組みを予定）

・地域住民に対する医療セミナーの開催など、患
者・住民の目線に立ったサービスの向上の取組を進
める。

○看護教員の計画的育成のため、看護師２名を教員養
成研修に派遣した。

・地域住民を対象としたセミナー、病院広報紙など
の発行を積極的に行い、住民の医療や健康に対する
意識の啓発に努める。

（再掲）
○地域住民を対象としたセミナー、病院広報紙などの
発行を積極的に行い、住民の医療や健康に対する意識
の啓発に努めた。
・患者、地域住民向けの広報誌「あきほ」を年間４回
発行し、病院機構の様々な情報提供に努めた。
・地域がん診療連携拠点病院として、地域住民を対象
に講演会等を開催し、健康に対する意識の啓発・情報
提供を行った。
【Ｈ２４実績】「緩和ケア講演会」　H24.7.14開催
　　　　　 ホテルサンルート酒田　１７０名参加
・山形大学医学部先端分子疫学研究所とともに、市民
公開講座を開催した。
【Ｈ２４実績】「知って得する!?生活習慣病の話」
　H25.1.19開催　日本海総合病院講堂　１１１名参加

○「患者の声」の院内掲示及び病院ボランティアとの
意見交換を行い、患者・住民の目線に立ったサービス
の向上に取り組んだ。

　⑦住民の意識の啓発

（３）患者・住民サービスの一層の向上

・酒田市立看護専門学校の実習施設として継続して
協力するとともに、同校の教員部門を当法人が担う
ことから、その看護教員の計画的な養成を図る。
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地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　項目別評価シート

判定 判定
評　価　の　視　点 委 員 会 評 定 及 び 意 見 等自　己　評　定平成２４年度・年度計画 平成２４年度・年度実績

◇継続して重症心身障がい児（者）短
期入所事業を行ったか。

Ａ ▽庄内地方唯一の施設であり、障がい児（者）をも
つ家族の負担軽減が図られるよう、継続して事業を
行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇酒田市から受託して、病児・病後児
保育事業を継続して実施したか。

Ａ ▽酒田市から継続して事業を受託して実施した。 Ａ 自己評定のとおり

◇病院機構の基本理念、医療従事者と
しての倫理綱領及び各病院の運営方針
を定めたか。

Ａ ▽基本理念、倫理綱領及び各病院の運営方針を定め
た。

Ａ 自己評定のとおり

◇医療情報のセキュリティ対策の向上
に努め、職員及び委託職員を対象に院
内研修を実施したか。

Ａ ▽カルテの情報等個人情報の取扱い、及びコン
ピュータウィルスの対処について、企画情報係員が
講師となり院内研修会を実施した。

Ａ 自己評定のとおり

◇医療情報の開示請求について、適切
に対応したか。

Ａ ▽県の取扱いに準じて、適切に対応した。 Ａ 自己評定のとおり

◇院内研修会を開催し、患者安全管理
体制の推進・強化に努めたか。

Ａ ▽全体研修会以外にも、看護部を中心とした研修会
を開催した。

Ａ 自己評定のとおり

◇医療安全管理者が主体となって、医
療安全の向上に努めたか。

Ａ ▽現場からの通報を受けて、セーフティマネー
ジャーが速やかに状況把握、評価、医療安全管理者
への報告を行った。
▽医療安全対策委員会で事例検討を行い、原因分
析、再発防止策の評価・検討、情報の共有化を図っ
た。
▽発生から３ケ月後、医療安全対策委員会で再評価
を行い、医療安全の向上に努めた。

Ａ 自己評定のとおり

◇酒田医療センターの増築・改修工事
が竣工したか。

Ｂ ▽震災復興の影響により、やむを得ず工期が２ヶ月
延期された。しかし、酒田医療センターの運営には
影響はなかった

Ａ エントランス棟の完成は若干遅れたが、増
築・改修工事をしながら運営も行っているこ
とから、十分評価できる。

（１）統合再編に係る施設整備

　酒田医療センターの増築・改修工事については、
平成２１年度に中期計画を変更し療養病床として整
備を図るとともに、回復期リハビリテーション病
棟、通所リハビリテーション施設も整備する計画と
した。平成２２年度に基本・実施設計を行い、増
築・改修工事の発注を行い、平成２３年度からは２
年間の予定で増築、改修工事に着手を開始し、平成
２４年度末で全ての工事が完成する予定である。

・高度医療機器の更新・整備に当たっては、稼働率
や収支の予測を十分に行った上で進めるものとす
る。

自己評定のとおり▽医療機器等選定委員会で、診療科からのヒアリン
グを経て機種等の選定を行い、計画的に更新・整備
を行った。

Ａ Ａ◇高度専門医療等の充実のため、費用
対効果も含めて検討を行い、計画的に
機器の更新・整備が行われたか。

・高度専門医療等の充実のため、平成２４年度は以
下のとおり高度医療機器の更新・整備を行う。

（２）高度医療機器の計画的な更新・整備

　酒田医療センターの増築・改修工事について、平成
２４年度末現在の工事進捗状況は次のとおりである。

　Ａ棟（東棟改修）：完成
　Ｂ棟（病棟増築）：完成
　エントランス棟：Ｈ２５．５月完成

（５）医療安全対策の充実・強化

○病院機構の医療人としての倫理綱領等を定めた。

○継続して安全・安心な医療を提供に努め、啓発活動
として研修会等を開催した。
【Ｈ２４実績】医療安全研修
　①H24.7.10開催　日本海総合病院講堂　138名参加
　②H24.11.30開催　日本海総合病院講堂　131名参加

○高度専門医療等の充実のため、高度医療機器の更
新・整備を行った。

○医療安全管理者を中心に速やかな情報の収集・発
信・共有を図り、医療安全対策の一層の向上に努め
た。

○日本海総合病院において、平成２０年度から継続し
て重症心身障がい児（者）短期入所事業を行った。
【Ｈ２４実績】延べ利用者数　２８名
【Ｈ２３実績】延べ利用者数　３０名

○地域の子育て支援と児童の健康、安心の向上を図る
ため、日本海総合病院の院内保育所「あきほ保育園」
において、酒田市からの受託事業として病児・病後児
保育を実施した。
【Ｈ２４実績】延べ利用者数　３０４名
【Ｈ２３実績】延べ利用者数　　９４名

・酒田市からの委託事業である病児・病後児保育事
業を日本海総合病院の院内保育所「あきほ保育園」
において継続し、病児・病後児の「保育と看護」を
医療隣接型で実施することにより、地域の子育て支
援と児童の健康、安心の向上を図る。

２　施設設備整備

・法令等に基づき、医療従事者としての行動規範、
倫理等について規則化し、所要の研修を行う。

・アクシデントが発生した場合は、迅速に対応する
とともに、速やかに報告書を作成し、医療安全管理
者に報告する。医療安全管理者は各部署の患者安全
推進者と連携し、事故の分析を行い、適切な再発防
止策を講じ、医療安全の向上に努める。

・インフォームド・コンセントを徹底するほか、カ
ルテ・レセプト等医療情報の情報開示については、
山形県情報公開条例及び個人情報保護条例の適用の
もとに、県の機関に準じて適切に対応する。

・医療情報のセキュリティ対策の向上に努めるとと
もに職員、委託職員を含めた院内研修を実施する。

○医療情報のセキュリティ対策の向上のため、定期的
に電子カルテへのアクセス監視を行った。
○全職員及び委託職員を対象に、医療情報セキュリ
ティ研修を行った。

・日本海総合病院において平成２０年度から実施し
た重症心身障がい児（者）短期入所事業について
は、在宅療養をされている重症心身障がい児（者）
が家族の疾病等の理由により介護できない場合に日
本海総合病院の空ベッドを利用して一時的に入所
サービスの提供を行う事業であり、そのサービスの
継続を図る。

・安全・安心な医療を提供するための安全管理体制
を整備し、インシデントのレポート収集、分析とリ
スク回避の方策の周知を進めるため、年１回以上の
院内研修会の開催や定期的な院内広報の発行など、
患者安全管理体制の推進・強化に努める。

○インフォームド・コンセントを徹底するほか、カル
テ等医療情報の情報開示については、山形県情報公開
条例及び個人情報保護条例の適用のもとに、県の機関
に準じて行った。
【Ｈ２４実績】診療情報提供申出件数
　　　　　 　 日本海総合病院　　４９件
　　　　　 　 酒田医療センター　　７件
【Ｈ２３実績】診療情報提供申出件数
　　　　　 　 日本海総合病院　　３２件
　　　　　 　 酒田医療センター　　４件

（４）法令等の遵守と情報公開の推進
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地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　項目別評価シート

判定 判定
評　価　の　視　点 委 員 会 評 定 及 び 意 見 等自　己　評　定平成２４年度・年度計画 平成２４年度・年度実績

◇経常収支比率100％以上を達成し、
かつ、平成２１年度における全国の黒
字病院の平均値である人件費比率
49.2％、材料費比率27.6％以下を達成
することができたか。

Ｓ ▽経常収支比率104.7％、人件費比率47.7％、材料費
比率23.1％を達成した。

Ｓ 自己評定のとおり

◇「あきほ保育園」の２４時間保育の
日数拡大を検討したか。

Ｓ ▽24時間保育の日数拡大を検討し、規程の改正を行
い、平成25年４月から実施することとした。

Ｓ 自己評定のとおり

◇「あきほ保育園」において、職員の
子育て支援を図るため、病児・病後児
保育事業を実施したか。

Ａ ▽職員が安心して働くことができるよう、継続して
病児・病後児保育事業を実施した。

Ａ 自己評定のとおり

◇看護教員の計画的な養成を図った
か。

Ａ ▽看護教員養成のため研修に派遣した。 Ａ 自己評定のとおり

◇日本海総合病院の人間ドックの見直
しを行い、公益財団法人やまがた健康
推進機構や診療所等との連携を図り、
検査等の機能分担を行ったか。

Ａ ▽他の関係機関と連携して、検査等の機能分担を
行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇地球環境にやさしい病院づくりに努
めたか。

Ａ ▽社会的責任（ＣＳＲ）の観点から、地球環境に配
慮した取り組みを行った。

Ａ 自己評定のとおり

◇酒田市飛島診療所への診療支援を
行ったか。

Ｓ ▽４月から10月まで、現地に医師を派遣し診療を
行った。
▽年間を通して平日夜間及び休日において、急患が
発生した場合であっても迅速に対応できるよう支援
した。

Ｓ 自己評定のとおり

・院内保育所「あきほ保育園」に併設して実施して
いる病児・病後児保育事業（一部、酒田市からの委
託事業）を継続し、職員の子育て支援の拡充を図
る。

財務諸表のとおり。

　院内保育所「あきほ保育園」では、職員の子育て支
援を図るため、継続して酒田市の病児・病後児保育事
業を受託し、さらに２４時間保育の日数等の拡大を検
討し、平成２５年度から実施することとした。

（１）就労環境の整備

・日本海総合病院の院内保育所「あきほ保育園」に
ついては、２４時間保育所の運営の継続と２４時間
保育の日数等の拡大を検討する。

　Ａ重油を燃料とするボイラー等から天然ガスを燃料
とするものに切り替えを行い、ＣＯ₂排出の削減を行っ
た。また、給食調理で発生する使用済み食用油（廃
油）については、リサイクルに協力を行い、その有効
利用を図った。

（３）人間ドック機能の見直し

平成２２年度から酒田市立看護学校として開校した
「酒田看護専門学校」の実習施設として継続して協
力するとともに、その教育部門を当法人が担ってい
ることから、酒田市と連携し当機構の看護職員を対
象に看護教員としての育成に努める。

（再掲）
　看護教員の計画的育成のため、看護師２名を教員養
成研修に派遣した。

４　その他業務運営に関する事項

○日本海総合病院の人間ドックの見直しを行い、公益
財団法人やまがた健康推進機構や診療所等との連携を
図り、検査等の機能分担を行った。
○日本海総合病院では、オプション部分である上・下
部内視鏡、胸部ＣＴを担った。
【Ｈ２４実績】オプションの件数
　　　　　 　 上部内視鏡　　１３８件
　　　　　 　 下部内視鏡　　１３８件
　　　　　 　 胸部ＣＴ　　　１３９件

酒田市の離島にある飛島診療所は、平成２４年度か
ら常勤医師が不在となることが予想されるため、常
勤医師が確保されるまでの間、酒田市の要請に基づ
き、日本海総合病院の医師が週に1回の割合で飛島
診療所の診療支援を行う。

　酒田市飛島診療所について、酒田市の要請に基づき
４月から１０月までの間、日本海総合病院の医師が金
曜日と土曜日に診療支援を行った。
【Ｈ２４実績】派遣医師数等の人数
　　　　　 　 派遣医師数　　　２４名
　　　　　 　 診療日数　　　　４８日
　　　　　 　 延べ患者数　　５１７名

（５）酒田市飛島診療所への支援

日本海総合病院においては、地球環境にやさしい病
院づくりのため、ソーラーパネルの設置やＬＥＤ照
明の導入を検討する。

日本海総合病院において実施している人間ドックに
ついては、日本海総合病院における急性期患者の増
加により、ＣＴやＭＲＩなどの検査が大変込み合っ
ているため、財団法人山形県結核成人病予防協会や
診療所等との連携を図り、検査等の機能分担につい
て検討し、地域の検診体制の強化・連携を図る。

（４）地球環境にやさしい病院づくり

（２）酒田市立酒田看護専門学校への支援

　平成２４年度における患者数の見込みと予算、収
支計画、資金計画については以下のとおりとする。

３　患者数の見込みと収支計画
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